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雪
、
月
、
花
の
時

 

古
典
の
授
業
か
ら

普
連
土
学
園
副
校
長
　
大
井 

治

目次
総会
新任幹事紹介
我らが愛しき部活動 
 （フォークダンス部）
校長室の窓から
校友生は今

は
な
く
、
そ
の
源
流
は
奈
良
時
代
に
遡

れ
ま
す
。
遣
唐
使
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
、

彼
ら
は
中
国
の
言
語
や
文
化
に
触
れ
自

ら
の
考
え
を
鍛
え
、
帰
国
後
は
中
国
の

文
化
と
日
本
と
を
結
び
つ
け
ま
し
た
。

ま
た
近
代
で
は
「
強
大
な
文
明
」
が
中

国
か
ら
西
欧
に
か
わ
り
、
そ
の
辺
境
に

位
置
す
る
日
本
か
ら
ド
イ
ツ
に
医
学

を
、
英
国
に
英
文
学
を
学
び
に
留
学
し

西
欧
の
言
語
と
文
化
を
「
翻
訳
」
し
た

の
が
森
鴎
外
で
あ
り
、
夏
目
漱
石
と
い

う
明
治
の
知
識
人
で
し
た
。
そ
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
た
現
代
に
生
き
る
生
徒

に
と
っ
て
「
英
語
」
を
避
け
て
通
る
こ

と
は
で
き
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
週
１
時
間
高
校
２
年
生
と
漢

文
を
学
び
な
が
ら
ふ
と
思
う
の
で
す
。

普
く
世
界
の
国
土
に
連
な
る
「
普
連
土

学
園
」
が
奈
良
時
代
に
存
在
し
た
ら
、

生
徒
た
ち
は
目
の
色
を
変
え
て
「
漢
文
」

を
勉
強

し
た
だ

ろ
う
な

と
。

『
枕
草
子
』
に
村
上
帝
が
、
月
が
と
て

も
明
る
い
夜
に
白
色
の
陶
製
の
器
に
雪

を
盛
り
梅
の
花
を
挿
し
て
「
こ
れ
に
歌

よ
め
。
い
か
が
言
ふ
べ
き
」
と
兵
衛
の

蔵
人
に
与
え
た
と
こ
ろ
、
そ
の
女
蔵
人

は
「
雪
、
月
、
花
の
時
」
と
奏
上
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
帝
が
非
常
に
褒
め
た
と

い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
話
ど
こ
か

で
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

『
枕
草
子
』
の
こ
の
章
段
は
、
少
な
く

と
も
30
年
以
上
前
か
ら
普
連
土
学
園
の

高
校
３
年
生
の
古
文
（
準
必
古
文
）
の

最
初
の
授
業
で
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、

雪
組
、
月
組
、
花
組
と
い
う
雅
な
？
ク

ラ
ス
名
に
も
深
く
関
係
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

こ
の

蔵
人
の

返
答
は

『
白
氏

文
集
』

の
一
節

「
雪
月
花
の
時
最
も
君
を
憶
ふ
。」
に
由

来
し
て
お
り
、
普
通
な
ら
歌
を
詠
む
と

こ
ろ
あ
え
て
そ
う
せ
ず
に
、
当
意
即
妙

に
白
居
易
の
漢
籍
を
引
用
し
な
が
ら
、

し
か
も
「
帝
（
君
）
を
慕
い
申
し
上
げ

て
い
ま
す
」
と
い
う
思
い
を
言
外
に
匂

わ
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
帝
を
感
嘆
さ
せ

た
訳
で
す
。

し
か
し
、
原
典
で
の
「
君
」
は
、
帝

で
は
な
く
白
居
易
の
友
人
の
こ
と
を
指

し
、
先
程
の
一
節
は
「
雪
月
花
を
見
る

と
い
つ
も
遠
く
に
離
れ
て
い
る
親
友
を

思
い
出
す
」
と
い
う
意
味
で
す
。

万
葉
学
者
の
上
野
誠
さ
ん
に
よ
れ

ば
、
こ
の
よ
う
に
元
の
意
味
や
内
容
を

意
図
的
に
「
ず
ら
す
」
こ
と
で
、
独
自

の
も
の
を
作
ろ
う
と
す
る
営
み
は
、
日

本
の
文
化
の
特
性
の
一
つ
で
あ
り
、
強

大
な
文
明
の
辺
境
に
位
置
す
る
島
国
に

お
い
て
生
ま
れ
た
「
知
性
」
と
い
え
る

の
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
平
安
時
代
に
限
っ
た
こ
と
で

大
井 

治
先
生

１
９
９
１
年
4
月
よ
り
国
語
科
専
任
教
諭
。

広
報
担
当
・
教
頭
を
経
て
2
0
2
1
年
4
月

に
副
校
長
に
就
任
。

高校生の教科書表紙
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2
0
2
1
年
度
総
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
畠
中
理
事

長
と
青
木
校
長
か
ら
は
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

畠
中
ル
イ
ザ
理
事
長　

こ
の
1
年
、
校

友
生
と
は
学
校
で
誰
と
も
会
え
ず
寂
し

か
っ
た
。
で
き
る
だ
け
早
く
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
し
て
普
連
土
で
ま
た
集
ま
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
種
ま
き
フ
ァ
ン
ド
な

ど
で
卒
業
し
て
も
学

校
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

青
木
直
人
校
長　

学
校
は
生
徒
の
活
動
を
で
き
る
限
り
対

面
で
で
き
る
よ
う
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ

ろ
ま
で
広
げ
、
生
徒
の
ス
ト
レ
ス
を
溜

め
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
校

友
会
行
事
に
つ
い
て

は
制
約
が
多
く
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
っ
て

い
る
が
、
何
卒
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

総
会
報
告

　

礼
拝　
　
　
　

会
長　

松
浦　

栄
子

　

讃
美
歌　

2
9
8
番　

１
番
の
み

　

聖　

書　
「
イ
ザ
ヤ
書
」	

43
章
19
節

「
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
」

10
章
13
節

事
務
会
議
事

司
会　

副
会
長　

寺
山
由
美
子

2
0
2
0
年
度
年
次
報
告

副
会
長　

寺
山
由
美
子

・
総
会　
　

6
月
6
日　

開
催
中
止

・
バ
ザ
ー　

11
月
７
日　

開
催
中
止

・
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

　
　
　
　
　

12
月
７
日　

開
催
中
止

・
出
版
「
会
報
」	

７
月
発
行
中
止

　

2
0
2
1
年
2
月
1
0
4
号
発
行

・
お
祝
い
贈
呈

　

4
月　

新
入
生
に
校
章
入
り
タ
オ
ル

　

9
月　

傘
寿
祝
い
に
絵
葉
書
セ
ッ
ト

　

3
月　

卒
業
生
に
小
袱
紗

2
0
2
0
年
度
会
計
決
算
報
告

会
計　

廣
田　

雅
子

2
0
2
0
年
度
会
計
監
査
報
告

会
長　

松
浦　

栄
子

2
0
2
1
年
度
年
次
計
画

副
会
長　

寺
山
由
美
子

・
総
会　

6
月
5
日　

11
時
～

・
バ
ザ
ー　
　
　
　
　

開
催
中
止

・
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝　

12
月
4
日

　

状
況
に
よ
っ
て
は
中
止

・
出
版　
「
会
報
」
1
0
5
・
1
0
6
号

・
お
祝
い
贈
呈

　

4
月　

新
入
生
に
校
章
入
り
タ
オ
ル

　

9
月　

傘
寿
祝
い
に
絵
葉
書
セ
ッ
ト

　

3
月　

卒
業
生
に
小
袱
紗

2
0
2
1
年
度
会
計
予
算

会
計　

廣
田　

雅
子

役
員
改
選

（
新
任
）
書
記　

秋
草
美
奈
子　

100
回

（
退
任
）
書
記　

脇
田
久
美
子　

83
回

指
名
委
員
交
代

（
新
任
） 　
　
　

秋
山　

道
子　

86
回

（
退
任
） 　
　
　

戸
田　

衣
子　

76
回

オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
に
い
た
る
ま
で　
　

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
会
合
が
難

し
い
状
況
が
続
き
、
２
０
２
０
年
６
月

に
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
役
員
会
を

開
催
。
以
後
、
役
員
同
士
の
L
I
N
E

の
導
入
、
幹
事
会
お
知
ら
せ
の
メ
ー
ル

化
、
事
務
局
の
テ
レ
ワ
ー
ク
化
な
ど
、

対
面
会
合
で
な
く
て
も
校
友
会
活
動
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
徐
々
に
体
制
を
整

え
ま
し
た
。
た
だ
し
、
I
T
格
差
を
最

小
限
に
し
て
全
て
の
校
友
生
に
平
等
に

情
報
を
届
け
る
た
め
に
は
、
当
面
の
間
、

オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
両
方
の
対

応
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
も
大
き
な
挑
戦
は
、
総
会

で
し
た
。
２
年
連
続
の
中
止
は
回
避
し

た
い
と
の
意
向
か
ら
、
初
め
て
オ
ン
ラ

イ
ン
方
式
を
採
用
。
感
染
対
策
の
観
点

か
ら
準
備
作
業
を
最
小
限
化
す
る
た

め
、
総
会
の
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
の
発
送

は
外
部
委
託
。
ま
た
新
た
な
参
加
申
込

手
順
や
ロ
グ
イ
ン
方
法
の
ご
案
内
、
配

信
に
必
要
な
機
器
と
苦
手
な
技
術
的
要

素
の
克
服
な
ど
、
開
催
に
向
け
て
は
多

く
の
課
題
が
あ
り
、
紆
余
曲
折
し
な
が

ら
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
当
初
は
来
校

ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
参
加
を
選

択
で
き
る
方
式
を
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
再
度
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、

最
終
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
以
前
の
よ
う
に
集
い
、

校
友
生
と
の
絆
を
い
つ
ま
で
も
深
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
い
、
校
友

会
も
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
温

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

校
友
会
総
会

2021年度

校
友
会
総
会

2021年度

6
月
5
日
（
土
）

11
時
〜
11
時
50
分

　
　
　●

第
一
会
議
室
よ
り
配
信

6月5日
（土）
11時～
11時50分
●

第一会議室
より配信
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　 科 　 　 目 　

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計
●奨学金積立

前 年 度 繰 越 金
奨 学 金 返 済

合　　計

　 科 　 　 目金　　額

24,575,266
1,000,000

212
25,575,478

18,480,688
2,000,000

159
20,480,847

13,896,744
290,000

14,186,744

金　　額

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

25,575,478
25,575,478

20,480,847
20,480,847

14,186,744
14,186,744

収　　　入 支　　　出
（単位：円）

2020年度特別会計収支決算書
（2020年4月1日～2021年3月31日）

在校生会費収入
卒業生運営費収入
バ ザ ー 収 益
奉仕活動協力金収入 
クリスマス献金収入 
寄付金収入雑収入 
雑 収 入
受 取 利 息
収 入 計

高校生校友会費 （378.8名）
校友生納入分   2,054.8口

幹事会時献金　他
クリスマス献金

タオル・コピー・タックシール、ハガキ代他
預金利息

4,560,000
5,000,000

0
100,000

0
0
0

50
9,660,050

4,546,000
5,137,000

0
19,107
37,104

0
12,650

46
9,751,907

総 会 費
諸 会 費
人 件 費
委 員 会 活 動 費
ホームカミング費
通 信 費
印 刷 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
交 通 費
電 話 料
慶 弔 費
支 部 連 絡 費
クリスマス礼 拝
奉 仕 活 動 費
学園宗教委員会への献金
同 好 会 補 助 費
支 払 手 数 料
リ ー ス 料
関西支部冊子出版費
雑 　 費
基 本 金 積 立
特 別 積 立
奨 学 金 積 立
予 備 費
支 出 計
差引額（収入－支出）
前 年 度 繰 越 金
次 年 度 繰 越 金

総会ハガキ用紙返品返金振込手数料　他 
幹事会お茶菓子代　他 
事務手当　他 
 
 
会報104号、幹事会・会計報告等連絡費　他 
会報104号、会計報告　他 
事務用品　他 
 

電話、ＦＡＸ通信料、ネット回線使用料 
卒業祝、お悔やみ花カード　他 
関西支部 
 
女性の家ヘルプ、CFJ 
クリスマス献金 
コーラス部・聖書の会
運営費の振込手数料
機器リース及び保守代 

ホムカミ飴買取代　他 
 
 

0
50,000

1,200,000
70,000
10,000

1,500,000
500,000
500,000
360,000
400,000
300,000
500,000
60,000

150,000
200,000

0
120,000
300,000
600,000
150,000
20,000

1,000,000
2,000,000

0
300,000

10,290,000
△ 629,950
4,245,752
3,615,802

440
47,542

479,000
49,701

0
1,982,335

526,082
131,094
360,000
110,820
215,775
488,570

0
0

200,000
37,104

0
347,127
546,384
46,915
52,295

1,000,000
2,000,000

0
0

8,621,184
1,130,723
4,245,752
5,376,475

科　　目 予算金額 決算金額 備　　　　考

普連土学園校友会2020年度収支決算書
（単位：円）

（2020年4月1日～2021年3月31日）
（単位：円）

会計監査の結果、適正であることをご報告いたします。
 2021年4月27日 監事　　辻　あ　き　江　　印
  監事　　熊　澤　勢以子　　印

■収入の部

普連土学園校友会2021年度予算書
（2021年4月1日～2022年3月31日）

科　　目 予算金額 決算金額 備　　　　考
■支出の部

在 校 生 会 費 収 入
卒業生運営費収入
バ ザ ー 収 益
奉仕活動協力金収入
クリスマス献金収入
寄 付 金 収 入
雑 収 入
受 取 利 息
前 年 度 繰 越 金

合　　　計

高校生校友会費 （380名）
校友生納入分　@2,500×2,000口

幹事会時献金　他

タオル・コピー・タックシール・施設使用料　他
預金利息

4,560,000
5,000,000

0
100,000

0
0
0

50
5,376,475

15,036,525

総 会 費
諸 会 費
人 件 費
委 員 会 活 動 費
ホームカミング 費
通 信 費
印 刷 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
交 通 費
電 話 料
慶 弔 費
支 部 連 絡 費
クリ ス マ ス 礼 拝
奉 仕 活 動 費
学園宗教委員会への献金
同 好 会 補 助 費
支 払 手 数 料
リ ー ス 料
雑 　 費
基 本 金 積 立
特 別 積 立
奨 学 金 積 立
予 備 費
支 出 計
次 年 度 繰 越 金

合　　　計

会場設営費　他  
幹事会お茶菓子代　他
事務手当　他

会報105号・106号、幹事会・総会連絡費 　他 
会報105号・106号、総会案内　他  
事務用品　他  

電話、ＦＡＸ通信料、ネット回線使用料  
卒業祝、お悔やみ花カード金　他  
関西支部  
お花代、親睦会費用、講師謝礼　他  
女性の家ヘルプ、CFJ  
クリスマス献金

運営費の振込手数料　他  
機器リース及び保守代  
 

50,000
50,000

1,200,000
100,000

0
2,300,000

900,000
500,000
360,000
400,000
300,000
500,000
60,000

150,000
200,000

0
60,000

300,000
650,000
20,000

1,000,000
2,000,000

0
500,000

11,600,000
3,436,525

15,036,525

科　　目 予算金額 備　　　　考
■収入の部

科　　目 予算金額 備　　　　考
■支出の部

●基本金積立（校友会積立金）

●特別積立（学園への寄付金積立）

　 科 　 　 目 　

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計
●奨学金積立

前 年 度 繰 越 金
奨 学 金 返 済

合　　計

　 科 　 　 目 　

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

金　　額

25,575,478
1,000,000

150
26,575,628

20,480,847
2,000,000

100
22,480,947

14,186,744
240,000

14,426,744

金　　額

26,575,628
26,575,628

22,480,947
22,480,947

14,426,744
14,426,744

収　　　入 支　　　出
（単位：円）

●基本金積立（校友会積立金）

●特別積立（学園への寄付金積立）

2021年度特別会計予算書
（2021年4月1日～2022年3月31日）

　 科 　 　 目 　

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計
●奨学金積立

前 年 度 繰 越 金
奨 学 金 返 済

合　　計

　 科 　 　 目金　　額

24,575,266
1,000,000

212
25,575,478

18,480,688
2,000,000

159
20,480,847

13,896,744
290,000

14,186,744

金　　額

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

25,575,478
25,575,478

20,480,847
20,480,847

14,186,744
14,186,744

収　　　入 支　　　出
（単位：円）

2020年度特別会計収支決算書
（2020年4月1日～2021年3月31日）

在校生会費収入
卒業生運営費収入
バ ザ ー 収 益
奉仕活動協力金収入 
クリスマス献金収入 
寄付金収入雑収入 
雑 収 入
受 取 利 息
収 入 計

高校生校友会費 （378.8名）
校友生納入分   2,054.8口

幹事会時献金　他
クリスマス献金

タオル・コピー・タックシール、ハガキ代他
預金利息

4,560,000
5,000,000

0
100,000

0
0
0

50
9,660,050

4,546,000
5,137,000

0
19,107
37,104

0
12,650

46
9,751,907

総 会 費
諸 会 費
人 件 費
委 員 会 活 動 費
ホームカミング費
通 信 費
印 刷 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
交 通 費
電 話 料
慶 弔 費
支 部 連 絡 費
クリスマス礼 拝
奉 仕 活 動 費
学園宗教委員会への献金
同 好 会 補 助 費
支 払 手 数 料
リ ー ス 料
関西支部冊子出版費
雑 　 費
基 本 金 積 立
特 別 積 立
奨 学 金 積 立
予 備 費
支 出 計
差引額（収入－支出）
前 年 度 繰 越 金
次 年 度 繰 越 金

総会ハガキ用紙返品返金振込手数料　他 
幹事会お茶菓子代　他 
事務手当　他 
 
 
会報104号、幹事会・会計報告等連絡費　他 
会報104号、会計報告　他 
事務用品　他 
 

電話、ＦＡＸ通信料、ネット回線使用料 
卒業祝、お悔やみ花カード　他 
関西支部 
 
女性の家ヘルプ、CFJ 
クリスマス献金 
コーラス部・聖書の会
運営費の振込手数料
機器リース及び保守代 

ホムカミ飴買取代　他 
 
 

0
50,000

1,200,000
70,000
10,000

1,500,000
500,000
500,000
360,000
400,000
300,000
500,000
60,000

150,000
200,000

0
120,000
300,000
600,000
150,000
20,000

1,000,000
2,000,000

0
300,000

10,290,000
△ 629,950
4,245,752
3,615,802

440
47,542

479,000
49,701

0
1,982,335

526,082
131,094
360,000
110,820
215,775
488,570

0
0

200,000
37,104

0
347,127
546,384
46,915
52,295

1,000,000
2,000,000

0
0

8,621,184
1,130,723
4,245,752
5,376,475

科　　目 予算金額 決算金額 備　　　　考

普連土学園校友会2020年度収支決算書
（単位：円）

（2020年4月1日～2021年3月31日）
（単位：円）

会計監査の結果、適正であることをご報告いたします。
 2021年4月27日 監事　　辻　あ　き　江　　印
  監事　　熊　澤　勢以子　　印

■収入の部

普連土学園校友会2021年度予算書
（2021年4月1日～2022年3月31日）

科　　目 予算金額 決算金額 備　　　　考
■支出の部

在 校 生 会 費 収 入
卒業生運営費収入
バ ザ ー 収 益
奉仕活動協力金収入
クリスマス献金収入
寄 付 金 収 入
雑 収 入
受 取 利 息
前 年 度 繰 越 金

合　　　計

高校生校友会費 （380名）
校友生納入分　@2,500×2,000口

幹事会時献金　他

タオル・コピー・タックシール・施設使用料　他
預金利息

4,560,000
5,000,000

0
100,000

0
0
0

50
5,376,475

15,036,525

総 会 費
諸 会 費
人 件 費
委 員 会 活 動 費
ホームカミング 費
通 信 費
印 刷 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
交 通 費
電 話 料
慶 弔 費
支 部 連 絡 費
クリ ス マ ス 礼 拝
奉 仕 活 動 費
学園宗教委員会への献金
同 好 会 補 助 費
支 払 手 数 料
リ ー ス 料
雑 　 費
基 本 金 積 立
特 別 積 立
奨 学 金 積 立
予 備 費
支 出 計
次 年 度 繰 越 金

合　　　計

会場設営費　他  
幹事会お茶菓子代　他
事務手当　他

会報105号・106号、幹事会・総会連絡費 　他 
会報105号・106号、総会案内　他  
事務用品　他  

電話、ＦＡＸ通信料、ネット回線使用料  
卒業祝、お悔やみ花カード金　他  
関西支部  
お花代、親睦会費用、講師謝礼　他  
女性の家ヘルプ、CFJ  
クリスマス献金

運営費の振込手数料　他  
機器リース及び保守代  
 

50,000
50,000

1,200,000
100,000

0
2,300,000

900,000
500,000
360,000
400,000
300,000
500,000
60,000

150,000
200,000

0
60,000

300,000
650,000
20,000

1,000,000
2,000,000

0
500,000

11,600,000
3,436,525

15,036,525

科　　目 予算金額 備　　　　考
■収入の部

科　　目 予算金額 備　　　　考
■支出の部

●基本金積立（校友会積立金）

●特別積立（学園への寄付金積立）

　 科 　 　 目 　

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計
●奨学金積立

前 年 度 繰 越 金
奨 学 金 返 済

合　　計

　 科 　 　 目 　

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

金　　額

25,575,478
1,000,000

150
26,575,628

20,480,847
2,000,000

100
22,480,947

14,186,744
240,000

14,426,744

金　　額

26,575,628
26,575,628

22,480,947
22,480,947

14,426,744
14,426,744

収　　　入 支　　　出
（単位：円）

●基本金積立（校友会積立金）

●特別積立（学園への寄付金積立）

2021年度特別会計予算書
（2021年4月1日～2022年3月31日）

お
世
話
に
な
っ
た
128
回
生
や

普
連
土
学
園
に
少
し
で
も
恩

返
し
で
き
る
よ
う
、
微
力
な

が
ら
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

	

（
塩
田 

真
緒
）

大
学
生
活
始
ま
っ
た
ば
か

り
。
慣
れ
な
い
事
も
多
い
で

す
が
、
普
連
土
で
の
思
い
出

を
噛
み
締
め
つ
つ
、
毎
日
奮

闘
中
で
す
。	

（
高
松 

莉
子
）

普
連
土
の
128
回
生
と
し
て
恥

の
な
い
よ
う
努
め
た
い
と
お

も
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
！

	

（
松
原 

芽
衣
）

普
連
土
学
園
の
校
友
会
幹
事

と
し
て
、
お
役
に
立
て
る
よ

う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

	

（
吉
村 

美
紅
）

卒
業
後
も
学
園
に
関
わ
れ
る

こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

	

（
上
田 

彩
加
）

大
変
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
校
友
生
の
皆
様
の
温

か
い
交
流
を
つ
な
ぐ
お
手
伝

い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

	

（
本
田 

春
乃
）

128
 回生
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♪
入
部
の
き
っ
か
け

72
：
踊
る
事
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
。

94
・
105
・
126
：
学
園
祭
で
見
て
。
衣
装

が
か
わ
い
か
っ
た
か
ら
、
等
。

♪
楽
し
か
っ
た
思
い
出

全
員
：
学
園
祭
で
す
。

72
：
前
夜
祭
で
皆
を
誘
っ
て
輪
に

な
っ
て
踊
っ
た
り
、
衣
装
を
考
え
た

り
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
学
園
祭
の

後
は
電
車
の
中
で
手
摺
に
し
が
み
付

い
て
立
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

126
：
毎
年
、
発
表
の
最
初
と
最
後
に
、

各
踊
り
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
自

作
ダ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

♪
大
変
だ
っ
た
事

【
上
下
関
係
・
練
習
方
法
】

72
：
『
ブ
ル
ー
ダ
ー
（
男
役
が
女
役
を

リ
フ
ト
す
る
踊
り
）』
の
練
習
は
、
振

り
回
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
靴
の
底
が

破
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
し
た
。

94
：
先
輩
が
厳
し
か
っ
た
で
す
が
、

オ
ー
ラ
や
ス
タ
ー
性
が
物
凄
い
先
輩
が

い
た
の
で
、
憧
れ
の
存
在
で
し
た
。

105
：
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
な
く
先
輩
が
後

輩
に
代
々
伝
え
て
い
く
形
式
の
為
、
振

付
の
変
化
や
消
え
た
曲
も
あ
り
そ
う
。

【
合
宿
】

94
：
和
室
が
あ
る
特
別
校
舎
で
の
合
宿

で
、
水
も
飲
ま
せ
て
も
ら
え
な
く
厳
し

か
っ
た
で
す
。

126
：
合
宿
中
、
指
導
役
の
先
輩
方
が

ご
納
得
い
く
踊
り
に
な
る
ま
で
同
じ

曲
を
連
続
10
回
以
上
踊
り
ま
し
た

が
、
疲
れ
で
ど
ん
ど
ん
下
手
に
な
り

…
最
後
は
無
意
識
で
踊
り
ま
し
た
。

♪
お
気
に
入
り
の
曲
と
そ
の
理
由

72
：
50
年
以
上
前
で
曲
名
が
不
明
で

す
が
、
ゆ
っ
く
り
し
た
リ
ズ
ム
で
渦

巻
き
状
に
動
い
て
行
く
、
皆
で
踊
る

の
に
は
、
楽
し
い
曲
で
し
た
。

94
：
男
役
が
女
役
を
持
ち
上
げ
て

ジ
ャ
ン
プ
さ
せ
る
曲
。
持
ち
上
げ
る
役

も
飛
ぶ
役
も
両
方
や
っ
た
け
れ
ど
、
う
ま

く
決
ま
る
と
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
か
ら
。

105
：
デ
ィ
エ
ー
ポ
チ
カ
（
中
１
で
習
う

簡
単
で
見
栄
え
の
す
る
ロ
シ
ア
の
踊

り
）
聞
き
覚
え
の
あ
る
有
名
な
曲
で
、

♪
『
バ
ン
ブ
ー
』
の
導
入

72
：
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
ド
ミ
ン
ゴ
先

生
が
、
出
身
国
の
ダ
ン
ス
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
音

源
は
、
先
生
が
大
使
館
で
借
り
て
き
て

く
だ
さ
り
、

振
り
付
け
は

動
画
等
も
な

く
、
身
振
り

手
振
り
で
教

え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

初
期
は
地
面

に
線
を
ひ
い
て
練
習
を
し
ま
し
た
。

♪
『
バ
ン
ブ
ー
』
を
見
た
初
印
象

全
員
：
竹
に
挟
ま
れ
た
ら
痛
そ
う
！

で
も
か
っ
こ
い
い
！

♪
実
際
に
踊
っ
て
み
た
感
想

全
員
：
実
際
は
挟
ま
っ
て
も
痛

く
な
い
で
す
。

72
：
音
が
心
地
よ
く
て
、
楽
し

か
っ
た
で
す
。
最
初
に
飛
び
込

む
ま
で
は
、
勇
気
が
要
り
ま
す

が
、
信
頼
し
て
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
た
ら
、「
な
ん
て
事
な
い
！
」

で
し
た
。

105
：
楽
し
い
！
竹
あ
り
で
踊
れ

る
機
会
が
少
な
く
、
練
習
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

126
：
踊
る
の
も
大
変
だ
が
、
下
で
竹
を

動
か
す
人
も
大
変
。
竹
を
や
る
時
に
は
、

持
ち
や
す
く
軽
い
竹
を
選
び
ま
し
た
。

中
１
の
時
に
学
園
祭
で
踊
り
ま
し
た
。

126
：
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
（
女
役
が
飛
行

機
の
様
に
舞
う
踊
り
） 

飛
行
機
と
い
う

振
り
が
、
女
役
は
空
を
飛
ん
だ
気
分
を

味
わ
え
る
の
で
。

今後、このような在校時代の部活に関する企画の取材（アンケート）にご協力いただける方、ぜひ校友会事務局までお申し出ください。

我 ら が 愛 しき

1960年頃　72回生卒業アルバムより

2017年5月に来日のドミンゴ先生を囲んで

フォークダンス部 編

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会が１年の延期を経て開催
中です。スポーツの祭典に際し、普連土学園の代表的な体育会系の部活動
「フォークダンス部（班）」について歴代の部員の方に語ってもらいました。

白井 あや香さん
（105 回生）

小櫃 歩美さん
（126 回生）
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1983年ころ

♪
衣
装
に
つ
い
て

72
：
ス
イ
ス
の
民
族
衣
装
風
の
衣
装
に

し
よ
う
と
決
め
て
、
自
分
で
手
作
り
し

ま
し
た
。
卒
業
後
は
寄
付
し
ま
し
た
。

94
：
衣
装
は
手
作
り
で
、
母
に
作
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
靴
も
、
白
の

バ
レ
エ
シ
ュ
ー
ズ
を
黒
い
染
料

に
漬
け
て
染
め
、
黒
い
リ
ボ
ン

を
つ
け
ま
し
た
。

105
：
衣
装
は
伝
統
的
に
決
ま
っ

て
い
ま
し
た
（
女
役
は
黒
い
ベ

ス
ト
に
ス
カ
ー
ト
）。
高
2
の
時
、

自
分
達
で
生
地
や
チ
ロ
リ
ア
ン

テ
ー
プ
を
選
ん
で
ス
カ
ー
ト
の

デ
ザ
イ
ン
を
決
め
た
の
が
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
他
学
年
の
時
は
、

過
去
の
先
輩
の
衣
装
を
着
た
り
、

手
作
り
し
た
り
。

126
：
105
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
ス	

カ
ー
ト
は
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

♪
音
源
に
つ
い
て

94
：
当
時
学
校
で
の
練
習
音
源
は

レ
コ
ー
ド
の
み
。
レ
コ
ー
ド
盤
の

ケ
ー
ス
が
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
為
、

だ
れ
か
の
家
に
集
ま
り
、
ボ
ー
ル

紙
で
直
し
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
。

126
：
C
D
、M
D
で
し
た
。フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
部
以
外
で
M
D
を
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
M
D
を

見
る
機
会
が
あ
る
と
部
活
の
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

♪
男
役
・
女
役
に
つ
い
て

72
：
身
長
が
丁
度
真
ん
中
位
だ
っ

た
の
で
、
両
方
と
も
経
験
で
き
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。

94
：
男
女
パ
ー
ト
の
分
け
方
は
、
学
年

（
高
校
生
が
男
、
中
学
生
が
女
）
だ
っ

た
り
身
長
だ
っ
た
り
。
な
の
で
、
男
女

ど
ち
ら
の
パ
ー
ト
も
経
験
し
ま
し
た
。

105
・
126
：
入
部
時
に
身
長
順
で
男
役
・

女
役
、
パ
ー
ト
ナ
ー
ま
で
決
ま
っ
て
い

て
、
基
本
的
に
卒
業
ま
で
変
わ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

♪
新
曲
に
つ
い
て

126
：
入
部
以
前
の
2
0
1
0
年
頃
に

O
B
の
方
が
『
デ
ブ
カ
デ
ブ
カ
』
を
教

え
に
来
て
く
だ
さ
り
新
曲
が
加
わ
っ
た

そ
う
で
す
。

♪
最
後
に
一
言

72
：
自
分
達
が
立
ち
上
げ
時
の
部
員

で
、
大
変
だ
っ
た
事
よ
り
、
楽
し
か
っ

た
事
し
か
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん
。
心
臓

と
足
が
も
つ
限
り
踊
っ
て
い
た
気
が
し

ま
す
。

94
：
女
子
校
な
ら
で
は
の
部
活
で
も
あ

り
、
と
く
に
衣
装
が
可
愛
く
大
好
き
で

し
た
。
学
園
祭
な
ど
で
皆
が
見
に
来
て

く
れ
て
注
目
さ
れ
る
の
も
嬉
し

か
っ
た
し
、
本
当
に
良
い
経
験

を
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

105
：
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
班
は
意

外
に
バ
リ
バ
リ
の
体
育
会
系
部

活
で
、
大
変
な
練
習
や
学
園
祭

を
共
に
経
験
し
一
生
の
仲
間
が

で
き
ま
し
た
。
記
事
作
成
に
当

た
り
、仲
間
と
記
憶
を
集
結
し
、

久
し
ぶ
り
に
踊
っ
て
動
画
を
送

り
あ
う
等
楽
し
か
っ
た
で
す
。

126
：
大
変
な
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す

が
、
い
く
つ
も
好
き
な
踊
り
に
出
会
え

た
の
で
入
部
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

♪
現
在
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部

部
員
数 

約
20
名
、
練
習
は
週
3
回
。

学
園
祭
で
の
発
表
は
、
変
わ
ら
ず
沢
山

の
在
校
生
が
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今後、このような在校時代の部活に関する企画の取材（アンケート）にご協力いただける方、ぜひ校友会事務局までお申し出ください。

我 ら が 愛 しき

110周年記念館
建設中の学園祭
にて

フォークダンス部 編

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会が１年の延期を経て開催
中です。スポーツの祭典に際し、普連土学園の代表的な体育会系の部活動
「フォークダンス部（班）」について歴代の部員の方に語ってもらいました。

辻 あき江さん
（72 回生）

正保 昭子さん
（94 回生）
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い
る
か
ど
う
か
は
こ
こ
ろ
も
と
な
い

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
あ
え
て
生
徒
が

期
待
す
る
答
え
を
返
さ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
社
会
の
分
断
が
進

ん
で
し
ま
う
と
、
誰
も
が
納
得
す
る
見

解
な
ど
あ
り
え
な
い
し
、
唯
一
の
正
解

を
示
す
こ
と
自
体
に
も
は
や
意
味
が
な

い
と
も
思
う
か
ら
で
す
。
そ
し
て
現
在

の
よ
う
に
複
雑
に
絡
み
合
う
背
後
事
情

に
よ
っ
て
世
の
中
が
動
い
て
い
る
以

上
、
正
解
を
求
め
る
こ
と
よ
り
む
し
ろ
、

一
つ
の
問
い
に
対
し
て
様
々
な
解
が
想

定
で
き
る
こ
と
を
、
あ
あ
で
も
な
い
こ

う
で
も
な
い
と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
考

え
て
ゆ
く
こ
と
、
そ
の
う
ね
っ
て
い
く

思
考
そ
の
も
の
に
意
味
（
価
値
）
が
あ

る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
こ
の
学
校
に

は
そ
の
よ
う
な
対
話
に
耐
え
得
る
生
徒

が
い
ま
す
。

吉
田
松
陰
の
松
下
村
塾
、
井
口
喜
源

治
の
研
成
義
塾
。
時
代
を
超
え
て
、
日

本
に
は
少
数
に
深
く
教
え
、
人
を
育
て

る
師
弟
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち

の
学
校
で
は
「
義
」
を
教
え
得
て
い
る

か
。
字
義
通
り
の
「
義
塾
」
の
精
神
を

取
り
戻
す
こ
と
が
急
務
と
思
わ
れ
る
こ

の
ご
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
た
業

界
は
多
方
面
に
わ
た
る
が
、
教
育
界
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
る
で
人
間

の
営
み
全
体
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
か
ね
な

い
勢
い
で
語
ら
れ
る
そ
の
内
容
は
、
学

び
の
本
質
と
は
何
の
関
係
も
な
い
議
論

ば
か
り
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

気
に
な
る
の
は
む
し
ろ
、
こ
の
一
年
間
、

と
く
に
あ
の
休
校
期
間
中
に
子
ど
も
た

ち
が
失
っ
た
も
の
の
大
き
さ
で
す
。

こ
の
半
年
、
不
安
を
煽
る
ば
か
り
の

世
相
を
反
映
し
て
か
、
校
長
室
に
話
し

に
く
る
生
徒
が
増
え
ま
し
た
。
進
路
に

つ
い
て
の
相
談
か
ら
、
管
理
職
へ
の
具

体
的
な
要
望
、
鋭
い
洞
察
を
も
っ
て
学

園
の
本
質
的
な
問
題
を
衝
い
て
く
る
生

徒
な
ど
、
話
題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

中
に
は
聖
書
の
話
を
聴
か
せ
て
ほ
し
い

と
訪
ね
て
く
る
生
徒
も
い
て
、
こ
ち
ら

が
面
食
ら
う
こ
と
も
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
真

剣
に
悩
み
、
深
く
考
え
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
す
。

生
徒
の
問
い
に
適
切
に
応
え
ら
れ
て

校
長
室
の
窓
か
ら

風
の
音
を
聴
く

校
長 

青
木 

直
人

食
品
メ
ー
カ
ー
で
コ
ン
ビ
ニ
向
け

の
商
品
開
発
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

家
庭
料
理
の
分
野
に
進
み
た
い
と
思

い
、
食
育
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

い
つ
か
料
理
家
と
し
て
独
立
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
お
り
に
第
３
子
の
妊

娠
が
わ
か
り
、
退
職
を
決
め
ま
し
た
。

出
産
後
「
青
空
キ
ッ
チ
ン
市
川
」

を
開
講
し
、
子
ど
も
の
食
育
レ
ッ
ス

ン
を
始
め
て
5
年
に
な
り
ま
す
。
調

理
技
術
だ
け
で
な
く
、
人
と
し
て
必

要
な
こ
と
や
、
勉
強
に
通
じ
る
内
容

も
話
し
て
い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言

発
令
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
た

際
は
、
参
加
者
が
１
／
３
以
下
で
し

た
。
レ
ッ
ス
ン
を
継
続
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
ご
家
族
か
ら

の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
現
在
は
従
来

の
レ
ッ
ス
ン
を
継
続
で
き
て
い
ま
す
。

レ
ッ
ス
ン
で
は
子
ど
も
に
直
接
働

き
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
好
き

嫌
い
を
克
服
す
る
な
ど
、
手
応
え
も

感
じ
ま
す
。
し
か
し
子
ど
も
の
食
経

験
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
に
は
、
周

り
の
大
人
の
意
識
を
変
え
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
す
。
大
人
向
け
の
食

育
セ
ミ
ナ
ー
は
や
り
甲
斐
を
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
全
て
中

止
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
動
画
作

成
等
の
ご
相
談
を
頂
き
ま
す
が
、
直

接
お
伝
え
で
き
な
い
の
は
残
念
で
す
。

一
方
、
レ
シ
ピ
開
発
や
撮
影
の
仕

事
は
増
え
ま
し
た
。
大
規
模
な
撮
影

が
で
き
な
い
時
期
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン

に
代
わ
り
料
理
家
自
ら
が
撮
影
も
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
５
年
間
、
写

真
の
勉
強
を
し
て
き
た
こ
と
を
評
価

し
て
頂
き
、
料
理
の
師
匠
か
ら
撮
影

の
依
頼
を
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
業
界
と
し
て
は
、
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
商
材
や
食
品
の
サ
ブ
ス
ク
型
サ
ー

ビ
ス
（
定
額
宅
配
）
に
つ
い
て
の
案

件
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
増
え
た
も
の
で
す
。

世
の
中
が
激
変
す
る
こ
と
も
、
子

ど
も
と
の
生
活
に
変
化
が
つ
き
も
の

で
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
高
み

を
目
指
す
こ
と
を
止
め
ず
に
前
進
し

て
い
れ
ば
、

成
長
が
あ

る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

変
化
の
な
か
少
し
ず
つ
前
進

107
回
生　

玉
田 

悦
子
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新
入
生
1
3
4
名
を
迎
え
新
年
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
制

約
の
多
い
学
園
生
活
で
は
あ
り
ま
す
が
、

学
園
は
普
段
と
変
わ
ら
ず
生
徒
達
の
声

が
明
る
く
響
い
て
い
ま
す
。
昼
食
時
だ

け
が
黙
食
の
た
め
、
静
寂
の
一
時
で
す
。

今
年
度
か
ら
学
校
近
況
担
当
は
21
年

目
の
理
科
教
員
、
松
浦
に
な
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
新
任
】

☆
常
勤
講
師	

数
学
科	

大
沢　

侑
祐

	

理　

科	

相
澤　

真
凛

	

英
語
科	

外
立
み
ど
り

☆
非
常
勤
講
師	

数
学
科	

吉
田　

浩
明

	

英
語
科	

新
濃　

智
代

	

英
語
科	

直
江　

博
子

	

英
語
科	

宮
井　

洋
子

	

技
術
家
庭
科	

橋
本　

明
彦

	

聖
書
科	

伊
藤　

義
経

☆
嘱
託	

養
護	

北
嶋　

晴
菜

【
異
動
】

☆
副
校
長
へ	

	

大
井　

治

☆
中
学
教
頭
へ	

	

小
澤
祐
理
子

☆
高
校
教
頭
へ	

	

松
浦　

良
知

☆
事
務
長
へ	

	

原
田
美
代
子

☆
常
勤
講
師
か
ら
専
任
教
諭
へ

	

国
語
科	

梅
田
悠
紀
子

	

社
会
科	

今
泉　

大
輔

	

数
学
科	

大
澤　

真
子

	

英
語
科	

佐
藤　

真
帆

☆
嘱
託
か
ら
非
常
勤
講
師
へ

	

数
学
科	

佐
藤　

思
子

【
退
職
】

☆
専
任
教
諭	

英
語
科	

野
上　

葉
子

☆
常
勤
講
師	

英
語
科	

大
岡　

愛

	
養　

護	

栗
原　

恵
子

	
事
務
所	

丹
羽　

勇
一

☆
非
常
勤
講
師	
数
学
科	

赤
瀬　

博
樹

	

数
学
科	
中
川　

祐
季

	

数
学
科	
藤
井　

麻
美

	

理　

科	

岡
島　

幸
子

	

理　

科	

菅
沼　

正
明

	

技
術
家
庭
科	

大
竹　

柊
平

	

保
健
体
育
科	

小
林
ノ
リ
コ

	

英
語
科	

磯
田
知
代
子

	

英
語
科	

南
本　

淳
子

	

英
語
科	

横
沢　

佳
恵

	

聖
書
科	

田
名　

希

（
松
浦 

良
知
先
生
記
）

普
連
土
だ
よ
り
　
学
校
近
況　
　
　

百
七
十
六
信

医
学
部
卒
業
後
に
大
学
病
院
の
呼

吸
器
内
科
で
10
年
ほ
ど
勤
務
し
た
後
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
職
を
経
て
現
在

は
民
間
病
院
で
健
康
診
断
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
中
心
と
し
た
予
防
医
学
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
の

見
通
し
が
立
た
な
い
中
、
職
場
で
は

常
に
患
者
や
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
と

隣
り
合
わ
せ
で
気
の
抜
け
な
い
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
。
人
手
に
余
裕
の

な
い
中
で
普
段
の
業
務
と
並
行
し
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
て
お
り
、
ま

た
当
院
も
患
者
の
受
け
入
れ
を
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
一
日
も

早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

い
ま
ま
で
最
先
端
の
医
療
か
ら
在

宅
医
療
ま
で
幅
広
い
分
野
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
特
に
救
急
医
療
や
終
末
期
医
療
で

は
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
と
密
接
に

関
わ
る
こ
と
が
多
く
、
家
族
の
在
り

方
に
つ
い
て
何
度
も
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

普
連
土
学
園
在
学
中
に
毎
日
の
礼

拝
や
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
聖
歌
隊
な

ど
歌
う
楽
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
そ

ん
な
楽
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
仕
事

に
余
裕
が
で
て
き
て
か
ら
ゴ
ス
ペ
ル

を
歌
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
前
は
全
国

各
地
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
全
て

中
止
に
な
り
オ
ン
ラ
イ
ン
を
中
心
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
集
ま
っ
て
歌
え

な
く
な
っ
て
か
ら
1
年
以
上
経
ち
ま

す
が
、
今
で
も
仲
間
と
の
絆
は
心
の

支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
直
で
一
睡
も
せ
ず
何
台
も
の
救

急
車
の
対
応
を
し
て
い
た
こ
と
や
、

夜
中
に
病
院
か
ら
呼
び
出
さ
れ
て
フ

ラ
フ
ラ
に
な
り
な
が
ら
翌
日
の
夜
ま

で
働
い
て
い
た
こ
と
も
、
今
と
な
っ

て
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
最
前

線
の
医
療
現
場
に
未
練
が
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
は
家
庭
と

仕
事
を
両
立
し
な
が
ら
家
族
と
の
時

間
を
大
切
に
す
る
生
活
も
い
い
も
の

だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
肩

の
力
を
抜
い
て
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
よ
う

に
な
っ
た

気
が
し
ま

す
。

安
居
楽
業106

回
生　

深
井 

有
美
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◆
お
詫
び
と
訂
正

1
0
4
号
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

6
頁
「
普
連
土
学
園
コ
ロ
ナ
・
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
」
内
、「
授
業
はC

lassi

で

w
eb

配
信
。
連
絡
に
はcam

pusw
eb

を
使
用
」
と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は

「
授
業
はC

lassi, w
ebcam

pus

で

配
信
。
連
絡
に
はC

lassi

を
使
用
」

で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

今
回
の
会
報
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想

を
こ
ち
ら
の
Q
R
コ
ー
ド
よ
り
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
は
、
お
便
り
・
メ
ー

ル
・
電
話
・
F
A
X
等

で
も
校
友
会
事
務
局
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

校
友
会
だ
よ
り

このページの内容についてのお問い合わせは、校友会事務局（０３−３４５１−７７００）まで。

◆
バ
ザ
ー

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
、
ま
た
学
校
か
ら
の

要
請
も
あ
り
残
念
な
が
ら
中
止
で
す
。

来
年
度
こ
そ
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

◆
校
友
会
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

日
時　

12
月
4
日
（
土
）

状
況
に
よ
っ

て
は
中
止
の
可

能
性
が
あ
り
ま

す
。
最
新
情
報

は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

今
後
の
開
催

は
未
定
で
す
。

対
象
回
生
を

含
め
、
ウ
ィ
ズ	

・
コ
ロ
ナ
時
代

に
合
う
新
し
い

形
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
を
検
討

中
で
す
。

■
■
■
■
■
 
訃　

報　

■
■
■
■
■

　

謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
、
心
よ
り

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

41　

山
田　

み
さ
（
折
登
）	

20
・
12
・
20

45　

中
村
广
耶
子
（
浜
中
）	

20
・
3
・
21

46　

原
島　

直
子
（
三
谷
）	

20
・
4
・
29

47　

石
山
く
み
子
（
松
原
）	

21
・
1
・
11

47　

渡
邊
冨
佐
江
（
山
田
）	

21
・
1
・
12

48　

日
暮　

冨
美
（
大
長
）	

21
・
1
・
1

49　

相
良　

政
子
（
木
村
）	

20
・
12

50　

渡
辺　

弘
子
（
木
村
）	

19
・
5
・
1

50　

内
田
カ
ヨ
子
（
飯
尾
）	

20
・
3

50　

久
保
百
々
子
（
加
藤
）	

21
・
1
・
29

51　

秋
田　

美
恵
（
杉
江
）	

20
・
10
・
10

51　

阿
久
津
範
子
（
河
合
）	

21
・
2
・
23

54　

吉
田　

礼
子
（
和
田
）	

19
・
9
・
6

56
B
岩
下　

知
子
（
栗
川
）	

21
・
1
・
7

60　

山
下
喜
代
子
（
山
下
）	

20
・
11
・
10

65　

荒
川　

郁
子
（
中
曽
根
）	

21
・
2
・
7

67　

白
石　

絢
子
（
宮
野
）	

20
・
9
・
17

69　

佐
竹　

和
子
（
北
島
）	

20
・
9
・
7

111　

森
安　

史	

20
・
12
・
20

校
友
会
よ
り
、
お
花

と
お
悔
や
み
カ
ー
ド

を
お
送
り
し
ま
し
た
。

校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
。

校
友
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
の
裏
側

数
度
の
練
習
を
経
て
当
日
に
臨
み
ま

し
た
が
、
マ
シ
ン
ト
ラ
ブ
ル
や
、
会
議

U
R
L
の
直
前
変
更
な
ど
、
ハ
プ
ニ
ン

グ
続
出
。
残
念
な
が
ら
役
員
の
映
像
は

配
信
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
総
会
資

料
は
画
面
に
映
せ
、
説
明
も
は
っ
き
り

聞
こ
え
た
と
の
感
想
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集
後
記

今
号
か
ら
文
字
を
大
き
く
、
一
部

カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
に
変
更
し
、
新
企
画

も
立
ち
あ
げ
ま
し
た
。

よ
り
一
層
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

様
、
作
成
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

意
見
・
ご
感
想
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
入
江
・
森
本
・
冨
山
・
渡
邉
・
白
井
・

山
田
）


